
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

国語 ５７．０ （－９．０） 

算数 ５５．０ （－１３．０） 

 

（ ）は県平均との差    

全国学力・学習状況調査（％） 〈児童生徒質問紙調査〉（％） 

 

体力つくり改善計画 【広島県体力・運動能力調査から】 ２０１９年（Ｒ１年） 

 県平均以上項目数 前回目標値に対する結果 重点課題 改善する取組内容・方法 

（男子） 

   ２５／４８ 

Ｈ３０目標 

「長座体前屈，シャトルランで

県平均を超える学年を４学年

以上にする。」 

→県平均以上は長座１学年，

シャトル２学年が達成した。 

共通：「ボール投げ」 

    「握力」 

・朝のグーパー運動の継続 

・学級遊びや体力ＵＰ期間に，投

の運動を取り入れる。 
（女子） 

   ２７／４８ 

    

目標値 
・「握力」が，県平均を上回る学年が４学年以上 

・「ボール投げ」が県平均を上回る学年が４学年以上 

 

自分にはよいところがある ８９．４ 

先生はよいところを認めてくれる ９４．８ 

将来の夢や目標を持っている ９４．７ 

人の役に立つ人間になりたい ９４．７ 

 

「基礎・基本」定着状況調査 〈児童生徒質問紙調査〉（％） 

校番（54）番 福山市立野々浜小学校 

暴力行為発生率・不登校児童出現率 （％）          （12）月末現在 

暴力行為 ０ 

 

４ めざす授業に向けた取組の具体 

不登校 ０ 

 

５ 取組の結果等   数値は２０１９年（Ｒ１年）調査等の状況 

質問項目 当てはまる 当てはまらない  

仕事にやりがいを感じている ６２．５ ３７．５ 

仕事に充実感がある ５０．０ ５０．０ 

 

質問項目 当てはまる 当てはまらない  

授業で考えることが面白い ７４．８ ２５．２ 

自分の考えは，認められている ６９．４ ３０．６ 

 

学校へ行くのは楽しい ８４．２ 

「やりなさい」と言われなくても，自分から進んで勉強をしている ８９．５ 

授業では，課題について，「なぜだろう」「やってみたい」と思う １００．０ 

授業では，友だちと話し合うなどし，考えを深めたり広げたりしている ７８．９ 

 

 

 

（肯定的評価）   

（肯定的評価）   

２ 授業の現状 ３ めざす授業の姿 

・学び合いにより「自分の考えが深まった」肯定評価の児童が増えたが，自分の考え
を説明することに課題がある児童が固定化している。 
・課題解決を図る授業設定が十分できていない。 

考えを分かりやすく伝え合い，深めることができる授業 
○児童が主体的に課題に取り組むことができる。 
○対話を通して，自分の考えを伝え合い，思考を深めることができる。 

２０１９年度（平成３１年度） 「自ら考え学ぶ授業づくり」アクションプラン 

<学校用> 

育成する２１世紀型“スキル＆倫理観” 課題発見・解決力 思考力・判断力・表現力 積極性・主体性 共感力 

めざす子ども像（21世紀型“スキル＆

倫理観”を身に付けた児童生徒の姿） 

疑問に思ったことから課題を設定し，生

活体験や既習事項，収集した情報など

を根拠にして解決しようとしている。 

生活体験や既習事項から理由や根拠をもと

に自分の考えを持ち，絵や言葉，動作など

適切な方法を選択し，表現している。 

集団の中で，自分がやるべきことに気付

き，進んで行動している。 
相手の気持ちを考え，行動している。 

 

１ 育成する力（２１世紀型“スキル＆倫理観”） 

 
①事前に試作することによっ

て，指導のポイントや必要

な準備物等を明確にする

ことができた。 

②考えを伝え合う場をビデオ

で撮影し，交流した。児童

の会話を十分把握できな

いため，全体交流の支援

につなげることが課題。 

 

 
①図画工作科において，単元

の導入の工夫を交流する。 

 

②算数科授業において，児童

が課題を見つけ，取り組む授

業の工夫を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 
①児童アンケート結果 「絵を

描くことが好き」86.8%，「工作

が好き」94.6%。導入の写真や

具体物の掲示，技能のスキ

ルアップ等工夫した。 

②児童アンケート結果「話し合

いで考えが深まった」68.2%。

グループ学習の話し合いの

仕方を評価することが必要。 

 
①児童から「問い」が生まれるよ

うな導入の工夫をする。 

 

②ペア・グループ・フリートーク

など，互いの考えを伝え合

い，課題解決が自然にできる

ような展開を考える。 

 
①図画工作科において，各単

元の作品を事前に試作し，

指導計画を具体化する。 

 

②算数科授業において，児童

が考えを伝え合う場を，具体

的に交流する。 

福山１００ＮＥＮ教育アンケート〔対象：授業者〕（％）  

 

児童生徒アンケート（％）        （12）月実施 

 

４月からの取組 ８月末の状況 １月からの取組 ９月からの取組 １２月末の状況 ２月末の状況 


